
精
華
町
と

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

問
危
機
管
理
課

危
機
管
理
課
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市
で
は
、
防
災
・
危
機
管
理
対
策
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
災
害
等
に
よ
る
人
的
被
害
、

経
済
被
害
を
軽
減
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
命

と
生
活
を
守
る
た
め
の
備
え
を
一
層
充
実
さ

せ
る
た
め
、
自
治
体
間
連
携
や
企
業
等
に
よ

る
災
害
協
定
の
締
結
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

両
市
町
が
相
互
に
協
力
し
、
被
災
地
へ
の
支

援
を
行
う
体
制
を
整
え
る
た
め
、
京
都
府
精

華
町
と
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
4
月
13
日
（
月
）
に
締
結
式
を

執
り
行
い
、
今
後
の
連
携
を
深
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の

提
供
や
職
員
の
派
遣
な
ど
、
互
い
に
協
力
し

合
い
、
災
害
に
対
す
る
支
援
体
制
を
構
築
し

ま
す
。

「
人
権
を
確
か
め

あ
う
日
」
市
民

の
集
い
を
開
催

し
ま
し
た

問
人
権
推
進
課

人
権
推
進
課

（
☎
（
☎
8282
・
２
１
４
７
／

・
２
１
４
７
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
７
７
）

・
９
０
７
７
）

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
て

市
で
は
、毎
月
11
日
は「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

と
し
て
、
様
々
な
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
4
月
11
日
（
土
）、
オ
カ
リ
ー
ナ
「
イ
カ

ル
」
さ
ん
を
お
招
き
し
、
市
民
の
集
い
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
「
音
に
の
せ
て
伝
え
た
い
こ
と
」
と
題
し
て
、

オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
を
通
じ
て
、
曲
に
込
め
ら
れ

た
思
い
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
音
楽
を
交
え
る
こ
と
で
楽

し
か
っ
た
」、「
有
意
義
な
研
修
だ
っ
た
」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

登
下
校
の
安
全

を
守
り
ま
す

問
教
育
総
務
課

教
育
総
務
課

（
☎
（
☎
8282
・
３
９
７
３
／

・
３
９
７
３
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
２
５
９
）

・
９
２
５
９
）

　
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
は
新
一
年
生
の
交
通
安
全
を
願

い
、
一
般
財
団
法
人
奈
良
県
交
通
安
全
協
会
よ

り
毎
年
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
交
通

安
全
協
会
桜
井
支
部
協
会
宇
陀
地
区　
松
本
会

長
を
は
じ
め
桜
井
警
察
・
市
役
所
関
係
者
が
出

席
し
、
松
本
会
長
か
ら
教
育
長
へ
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
は
、

暗
い
道
で
も
車
等
の
ラ
イ
ト
を
反
射
す
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
に
役
立
ち
ま
す
。

　
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲オカリーナ「イカル」の皆さん

▲向かって右が松本会長、左が田淵教育長

○
協
定
事
項

・�

災
害
時
に
お
け
る
食
料
、
飲
料
水

お
よ
び
生
活
必
需
物
資
の
提
供

・�

避
難
所
の
運
営
を
支
援
す
る
た
め

の
人
員
派
遣

・�

災
害
復
旧
対
策
に
必
要
な
資
機
材

お
よ
び
職
員
の
相
互
派
遣

・�

そ
の
他
、
災
害
応
急
対
策
お
よ
び

災
害
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
協
力

　
お
店
屋
さ
ん
で
使
う
手
話
を

覚
え
ま
し
ょ
う
。

　
今
月
は
『
パ
ン
屋
さ
ん
』
で

す
。

右手のひらを口に向け、な
める様に回す

左手 5 指を立て、右手 2
指で指をつまみ上げる動作
をする

第71回右手 5指を上に向けて折
り曲げ、左斜め下へ力強く
振って止める

甘い

右手のひらで、あごを左か
ら右へなでる

口もとで右手2指の人差指
を上にし、2指を開く

立てた左手人差指に向けて
右手の5指を揺らしながら
近づける

選ぶ

パン

問
介
護
福
祉
課

介
護
福
祉
課
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両手の親指と 4指の指先
を向かい合わせ、指を柔
らかく上下する

おいしい

人気 かたい やわらかい

能
登
半
島
災
害
復
興
支
援
の
た
め
に

問
厚
生
保
護
課

厚
生
保
護
課
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す
て
き
な
と
も
だ
ち
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
が
、
能
登
半
島
災
害
の
復
興
支
援
を
願
っ
て
、

3
月
22
日
（
日
）
文
化
会
館 

か
ぎ
ろ
ひ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
・
自
然
災
害
復
興

支
援 

第
8
回 

す
て
き
な
と
も
だ
ち
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
い
う
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ
れ
ま
で
種
々

の
災
害
復
興
支
援
を
目
的
と
し
て
、
継
続
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
義
援
金
の
協
力
を
呼
び

か
け
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
あ
た
た
か
な
こ
こ

ろ
ざ
し
を
い
た
だ
き
、
市
担
当
課
を
通
じ
て
、

日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
に
送
金
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

す
て
き
な
と
も
だ
ち
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
か
ら
手
交
し
た
義
援
金
は
、
1
0
1
，

2
0
0
円
で
す
。

日赤「会費募集」に
ご協力をお願いします

　今年も全国一斉に日本赤十字社会費の募集運
動が始まっています。宇陀市地区でも６月以降
に各地域自治会の皆さんのご協力を得ながら、
赤十字の活動を資金面で支える「会費募集」を
実施していきます。
　お寄せいただきました貴重な会費は、災害等
における医療救助活動や救援物資の配布、血液
事業、看護師養成、奉仕団育成など様々な赤十
字活動の資金として使われます。
　今まで同様、赤十字運動へのご理解とご支援
を賜わりますよう、よろしくお願いします。

昨年度の日赤宇陀市地区にお寄せいただいた会費

　2,051,008円（令和8年3月31日現在）
　お寄せいただいた会費は、全額日本赤十字社
奈良県支部への送金を済ませています。あたた
かいご支援ご協力ありがとうございました。

日本赤十字活動へのご協力のお願い

問厚生保護課（☎82・2221／ IP ☎ 88・9079）
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